
 

 

 

 

将来を見据えた経験の場に 

校長 荒井 宏之 

桜の開花がいつもより少し早い春となりました。新年度の始業式を迎え、学校には子どもたちの

元気な姿が戻ってまいりました。保護者の皆様におかれましては、お子様の御入学、御進級誠にお

めでとうございます。本校は開校８年目となり、２６６名の新入生を迎え、１５１１名（５２学級）

の児童と１００名を超えるスタッフで令和８年度をスタートいたしました。 

本校では、今年度も「笑顔あふれ 瞳かがやく子の育成 ～あふれる笑顔 かがやく瞳～」を学

校教育目標に掲げ、教育活動を展開してまいります。児童数１５００名を超える規模は、引き続き、

さいたま市立学校で最も大きいものとなり、この規模が故に休み時間の校庭利用を交代制にするな

ど安全のための工夫を求められる点もございます。しかしながら、見方を変えれば、これまでも申

し上げておりますように「多くの他者とかかわることができる」チャンスに恵まれたとも考えるこ

とができます。社会に出れば様々な人とのかかわり合いがあります。その前段階として、学校生活

の中で自分の考えを他者に伝えたり、他者の意見を受け入れたりしながら折り合いをつけていくこ

とは、デジタル化が進む中であっても、将来を見据えた時に貴重な経験であると考えます。規模の

大きさによるプラス面マイナス面それぞれに目を向けながら、できることをできる形でという発想

で学校経営に取り組んでまいりたいと考えております。 

学校生活の主人公である子どもたちには、いろいろなことに興味を持って、失敗を恐れずにチャ

レンジをしてほしいと思っております。そのためには、子どもたちが安心して生活を送れるような

環境づくりが必要となります。学校、家庭、地域が子どもたちを中心に据えた連携と協力により、

子どもたちの成長を見守っていきたいと考えております。子どもたちが生き生きと成長できるよう

職員一同、心を合わせて取り組んでまいりますので、保護者、地域の皆様方には今年度もお力添え

をいただきますようよろしくお願いいたします。 
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 ４月３日、新６年生が教室移動や１年生の入学準備など、新年度に向けた作業をしてくれまし

た。６年生の皆さんありがとうございました。今後も最高学年としての活躍に期待をしています。 

本校の高学年は、家庭学習との関連も考慮し、ドリル類の一括購入を見合わせておりました。し

かしながら、中学校において、書く力の定着に課題が見られる生徒がいるとの情報を得たことや、

お子様の学習の様子を知る一手段としてドリル類の使用を望む御要望があったことなどから、ドリ

ル類の取り扱いについて再考し、一括購入を再開することといたしました。 

なお、活用の仕方や点検の頻度などは、学年によって異なりますので御理 

解の程、よろしくお願いいたします。  

さいたま市では、今年度から小学校の体育館へのエアコン設置が開始されます。本校は、初年度

設置校になり、夏以降に工事が実施される予定です。一時的に体育館（アリーナ）が使用できなく

なりますが工事後は教育環境が充実するものと期待をしております。 


